
５月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行  事 

7 火 絵本・雑費・身体測定 

14.28 火 体育指導（3.4.5歳児） 

17 金 誕生日会 

11.18.25 土 親子交流会 

14 火 非常時訓練（地震） 

21.22.23 水・木・金 ホーム遠足（3.4.5歳児） 

28～31.6/3.4.10  5歳児個人懇談 

 毎朝体格のいい父親に軽々抱っこされ登園してくる 2歳女の子。親子でよく似た優しい笑顔が印象的で、抱っ

このままでの私との“ご挨拶タッチ”が定番です。ある朝、私の右手薬指のテーピングに気づきます「ここどう

したの？」。優しい声に、ついつい甘えた声で返答してしまいます「つき指したの」。父も「痛いんだって」付け

足します。翌朝、この茶番を繰り返すのも恥ずかしいなと、テープを外して挨拶に。するとそれにも気づき「も

う痛くないの？」彼女独特のやや低めの声にまだ舌足らずな話しぶり、イントネーションは関東風。やられまし

た。昨日に増して声に優しさが、表情からは私への心配が感じられるじゃないですか！…なんてのは大部分がこ

ちらの思い込み。なぜなら共感性を土台に『思いやり』が育ち出すのは概ね 4 歳以降。なのに私、「まだちょっ

と痛いねん。」無意識に(？)もっと心配してほしいと甘えます。このところ「おはようございます」の発声も日

毎たどたどしさが消えてきていたりと、この時期の子どもの各器官の発達の速さに感心していたところでした

が、この度の観察力や言語化力にも驚きです。そして 1週間後、右手をこちらに見せながら父に抱かれやって来

ます。まさか…。何やらぼにょぼにょ言ってます。期待して聞き返すと「もう痛くなくなったん？」と。前言撤

回、『思いやり』ですこれは絶対。優しさのベースにあるのは、生まれ出て、否、それ以前からこれまでの、親御

さんに大切にされてきた体験の膨大な積み重ねなのですが、この優しさ、保育園でも大切に育てていかねばなり

ません。                                      園長 山﨑 深 

 

2024年 5月 1日 

社会福祉法人大阪水上隣保館 

山 崎 保 育 園 

２０２４年度キリスト教保育 

年主題『さあ、漕ぎだそう 奏でよう』 

乳児月主題 『だいじょうぶ』 

・身近な大人に十分に受け止めてもらいながら、自分の周り

の事柄に自分からかかわろうとする 

・自然の音や色に気づいて触れていく 

幼児月主題 『うごきだす』 

・自分のやりたいことに興味や関心をもち、繰り返し楽しむ 

・風、土、虫の命を感じるなど、身近な自然の中で探求する

ことを楽しむ 

 

讃美歌  ♪いつもやさしく♪ 

 

１．いつもやさしくわたくしを 

あいしてくださるおかあさま 

２．いつもいろいろわたくしを 

おしえてくださるおかあさま 

３．いつもおこころよろこばす 

よいこになりますおかあさま 

５月の聖句 主にあって両親にしたがいなさい 

さくらぐみ 

   

うさぎホーム 

    

※ホーム遠足につきましては別紙にて詳細をお知らせします。 



第三者委員相談窓口を設置しており

ます。今後も保護者からのご意見(要

望含む)やご相談に適切に対応できる

ように体制を整えて、よりよい保育園

づくりに努めていきます。 

 

責任者 園長・山﨑深   

受付者 主任・遠藤悦子 

第三者委員 濱田悌氏・河本弘美氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年度「ゆりの会」様より 

6万円分の『絵本』のご寄付と、 

2023年度卒園記念品として 

『オリジナル振り子時計』を 

いただきました。 

ご報告させていただきます。 

 

当園のホームページ（ブログ）や園だよりなど

で普段の保育の様子を掲載します。掲載が不可

の方は、主任の遠藤までお知らせください。 

3.4.5 歳児混合ホームによる保育を行いま

す。異年齢児が同じホームで生活し遊ぶ中で

人間関係や遊びの幅を広げていきます。年上

へのあこがれや年下の子への思いやりを引き

出し、互いに育ち合う中で、豊かな心を育み

ます。世界が一段と大きく広がるこの時期に、

自分を大切にすること、他者を大切にするこ

とが身につく環境で過ごします。 

食事、排泄、着脱等の基本的生活習慣の習

得に係る支援を、特定の担当保育士が行う

ことで個別の愛着関係の形成を目指し、自

己肯定感や意欲を育てます。そして安心感

の持てる環境のもと、他者に対する信頼感

を育みます。心身ともに飛躍的に成長する

この時期を心も身体も職員にしっかり抱え

られて過ごします。 

山保
の保育を

紹介し
ます

 
『なんでもＢＯＸ』 

玄関に設置しています。 

育児担当制保育 異年齢保育


